
檜

作

昌

史

・

日

本

生

産

性

本

部

主

席

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

Ｏ

Ｒ

Ｃ

事

業

は

す

で

に

注

目

さ

れ

て

い

た

事

業

で

も

あ

り

、

引

き

合

い

も

多

か

っ

た

の

で

、

あ

る

程

度

、

販

売

の

対

象

先

を

絞

っ

た

う

え

で

、

補

助

金

に

頼

ら

ず

に

、

早

め

に

、

製

品

化

し

て

売

り

上

げ

を

計

上

し

、

事

業

化

す

る

こ

と

に

留

意

し

た

。

金

融

機

関

の

支

援

も

必

要

な

の

で

、

現

実

的

な

数

値

計

画

を

つ

く

っ

た

。

　

今

後

の

同

社

の

課

題

と

な

る

の

は

営

業

力

だ

ろ

う

。

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

シ

ス

テ

ム

の

営

業

に

は

専

門

的

な

知

識

が

必

要

に

な

る

が

、

現

状

で

は

営

業

で

き

る

人

は

社

長

を

含

め

て

３

人

し

か

い

な

い

の

で

、

他

の

人

も

で

き

る

よ

う

に

標

準

化

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

ま

た

、

シ

ス

テ

ム

を

設

置

す

る

の

に

配

管

工

事

や

電

気

工

事

が

必

要

と

な

る

が

、

そ

う

し

た

工

事

を

行

う

事

業

者

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

広

げ

て

い

く

こ

と

も

重

要

だ

。

　

一

般

に

、

中

小

企

業

の

事

業

化

に

お

い

て

は

、

往

々

に

し

て

自

社

の

技

術

や

製

品

の

良

さ

に

自

信

を

持

ち

す

ぎ

、

甘

い

見

通

し

を

持

っ

て

い

る

企

業

が

多

く

見

ら

れ

る

。

事

業

そ

の

も

の

は

革

新

的

な

も

の

で

も

、

「

う

ま

く

い

く

だ

ろ

う

」

と

楽

観

的

に

考

え

て

し

ま

う

場

合

は

、

ど

こ

か

に

落

と

し

穴

が

あ

る

こ

と

が

多

い

。

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

な

ど

の

第

三

者

が

厳

し

め

の

こ

と

を

伝

え

て

い

く

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

　

私

は

指

導

先

に

入

れ

ば

、

「

あ

な

た

方

は

」

「

御

社

は

」

で

は

な

く

、

「

我

々

は

」

と

い

う

言

葉

を

使

い

、

会

社

の

一

員

と

し

て

の

意

識

を

持

つ

よ

う

に

し

て

い

る

。

ま

た

、

元

銀

行

員

で

も

あ

る

こ

と

か

ら

、

「

多

く

」

「

た

く

さ

ん

」

「

た

ま

に

」

と

い

っ

た

抽

象

的

な

言

葉

は

、

数

字

に

置

き

換

え

る

よ

う

な

指

導

を

し

て

い

る

。

「

ス

ト

ー

リ

ー

の

無

い

数

字

は

無

意

味

で

あ

り

、

数

字

の

無

い

ス

ト

ー

リ

ー

も

無

意

味

で

あ

る

」

と

言

わ

れ

る

通

り

、

結

果

で

あ

り

目

標

と

も

な

る

「

数

字

」

に

は

こ

だ

わ

っ

て

い

る

。

　

日

頃

、

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

後

輩

に

は

「

何

で

も

か

ん

で

も

自

分

の

得

意

領

域

に

誘

導

す

る

な

」

と

伝

え

て

い

る

。

「

自

分

の

得

意

領

域

に

誘

導

す

る

」

と

は

、

お

客

様

の

課

題

が

他

に

あ

る

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

分

の

得

意

領

域

に

課

題

が

あ

る

と

言

っ

て

、

そ

の

課

題

解

決

を

押

し

付

け

て

し

ま

う

こ

と

で

あ

る

。

会

社

の

自

立

・

自

律

を

指

導

し

、

「

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

要

ら

な

い

会

社

を

目

指

し

ま

し

ょ

う

」

と

指

導

し

て

い

る

。

自

分

の

得

意

で

な

い

領

域

に

は

、

他

の

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

に

入

っ

て

も

ら

う

よ

う

に

し

て

い

る

。

そ

れ

は

日

本

生

産

性

本

部

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

全

般

に

言

え

る

。

小野寿光・馬渕工業

所代表取締役の話

　独立型ＯＲＣ発電

システムは、２００度

未満の膨大な廃熱が

捨てられている現状

を鑑み、少ない廃水

温で発電可能な小型機、自家発電・蓄

電の自立運転ができるものを開発し

た。

　技術には革新性、独自性、優位性が

あり、すでに�社分の納入が進行中で、

国内外からの引き合いが拡大中だ。前

期の売上は従来の管工事を含め約５．５

億円を見込んでいる。ファブレス製造

の確立、販売代理店の獲得、メンテナ

ンス網を持つ技術系商社などとの提携

を進め、製造・販売・メンテナンス体

制の強化を図っている。

　ＯＲＣ発電システムの発電効率は国

内最高水準で、熱処理過程がある工場

や温泉など熱量が小さい施設でも廃熱

を利用できる。工場から排出される未

利用熱を活用する発電・蓄電システム

として、脱炭素社会実現に貢献すると

ともに、災害時などの電力喪失時にお

いても独立して発電・蓄電し、導入先

のＢＣＰ対策や復元力（レジリエンス

性）の高さで社会貢献できることも期

待されている。　

　檜作コンサルには、資金調達の方法

やＯＲＣ発電事業の事業化に備えた助

言などをもらった。本業と新規事業の

バランスも検討していただいた。今後

の当社の方向性のベースを作っていた

だき、とても感謝している。

　今後は、外部企業と提携しながら、

当社はエンジニアリングの部分に特化

していきたい。「熱・水・空気」の領

域はまだまだ開発余地がある。東北大

学と行っている熱交換機の開発も進ん

でいる。同業の大手で製品化されずに

埋もれている技術にも注目していきた

い。

ＯＲＣモデル図

　

馬

渕

工

業

所

（

本

社

＝

仙

台

市

、

従

業

員

数

�

人

）

は

、

１

９

６

６

年

の

創

業

以

来

、

建

物

の

給

排

水

・

空

調

換

気

設

備

の

設

計

施

工

を

通

し

、

宮

城

県

を

中

心

に

、

住

宅

や

学

校

・

病

院

の

建

築

や

、

埋

設

水

道

管

の

整

備

な

ど

、

ま

ち

づ

く

り

に

貢

献

し

て

い

る

。

熱

・

水

・

空

気

」

を

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

す

る

技

術

を

生

か

し

、

独

立

型

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

シ

ス

テ

ム

、

マ

ブ

チ

・

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ト

ポ

ー

ル

Ⅱ

、

Ｅ

Ｎ

Ｓ

Ｕ

Ｓ

２

（

リ

チ

ウ

ム

イ

オ

ン

蓄

電

池

）

、

水

道

本

管

工

事

、

修

繕

保

守

サ

ー

ビ

ス

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス

・

製

品

を

手

掛

け

て

い

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

昨

年

、

檜

作

昌

史

・

同

本

部

主

席

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

、

同

社

の

「

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

事

業

の

事

業

化

支

援

」

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

行

っ

た

。

　

「

独

立

型

Ｏ

Ｒ

Ｃ

（

有

機

ラ

ン

キ

ン

サ

イ

ク

ル

）

発

電

シ

ス

テ

ム

（

５

㌔

㍗

級

）

」

は

、

�

～

�

度

の

お

湯

毎

分

１

０

０

㍑

程

度

と

�

～

�

度

の

冷

水

毎

分

１

０

０

㍑

程

度

を

装

置

に

流

す

と

、

有

効

電

力

４

・

５

～

５

・

０

㌔

㍗

程

度

が

得

ら

れ

る

シ

ス

テ

ム

で

、

Ｎ

Ｅ

Ｄ

Ｏ

（

国

立

研

究

開

発

法

人

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

産

業

技

術

総

合

開

発

機

構

）

の

支

援

の

も

と

、

東

京

大

学

生

産

技

術

研

究

所

や

京

都

大

学

大

学

院

工

学

研

究

科

、

宮

城

県

産

業

技

術

総

合

セ

ン

タ

ー

、

イ

ー

グ

ル

工

業

と

共

同

開

発

し

た

。

自

家

消

費

電

力

を

自

由

に

使

え

る

ほ

か

、

Ｂ

Ｃ

Ｐ

対

策

に

も

有

効

で

、

最

大

約

�

㌔

㍗

ア

ワ

ー

超

の

リ

チ

ウ

ム

イ

オ

ン

電

池

を

搭

載

し

、

世

界

最

高

の

発

電

効

率

と

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

化

を

実

現

す

る

。

　

東

日

本

大

震

災

以

降

、

地

熱

・

温

泉

熱

・

産

業

系

廃

熱

な

ど

の

未

利

用

廃

熱

を

活

用

し

た

同

シ

ス

テ

ム

（

発

電

所

な

ど

が

使

っ

て

い

る

蒸

気

サ

イ

ク

ル

の

作

動

媒

体

を

一

般

的

な

水

か

ら

、

フ

ロ

ン

ガ

ス

な

ど

、

よ

り

低

沸

点

の

有

機

媒

体

に

変

更

し

、

中

低

温

の

熱

源

で

あ

っ

て

も

蒸

気

を

発

生

さ

せ

る

こ

と

で

、

タ

ー

ビ

ン

を

回

す

シ

ス

テ

ム

）

が

注

目

を

集

め

て

い

る

。

未

利

用

廃

熱

の

活

用

策

と

し

て

は

潜

在

需

要

が

大

き

い

一

方

、

５

㌔

㍗

級

の

小

型

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

シ

ス

テ

ム

分

野

で

は

発

電

し

た

電

気

の

品

質

条

件

が

厳

し

く

、

発

電

事

業

者

側

で

こ

れ

に

対

応

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

コ

ス

ト

増

の

一

因

と

な

っ

て

お

り

、

低

コ

ス

ト

で

高

効

率

な

小

型

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

シ

ス

テ

ム

の

開

発

が

求

め

ら

れ

て

い

た

。

　

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

で

は

、

当

初

、

Ｏ

Ｒ

Ｃ

事

業

の

拡

大

に

伴

う

資

金

繰

り

管

理

の

強

化

が

課

題

と

な

っ

て

い

た

こ

と

か

ら

、

同

社

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

、

収

益

構

造

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

の

分

析

を

行

い

実

態

を

把

握

し

た

う

え

で

、

資

金

繰

り

予

測

を

立

て

る

仕

組

み

を

運

用

し

、

同

社

に

適

し

た

資

金

調

達

の

方

法

を

検

討

し

た

。

ま

た

、

資

金

繰

り

の

事

務

作

業

が

、

手

作

業

で

手

間

の

か

か

る

方

法

を

取

っ

て

い

た

の

を

改

め

、

エ

ク

セ

ル

で

で

き

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

作

成

す

る

な

ど

、

効

率

化

を

図

る

と

と

も

に

事

務

作

業

の

マ

ニ

ュ

ア

ル

化

、

標

準

化

を

図

っ

た

。

　

そ

の

後

は

、

社

長

と

定

期

的

に

議

論

し

、

Ｏ

Ｒ

Ｃ

発

電

事

業

の

事

業

化

に

備

え

た

、

分

社

化

や

ア

ラ

イ

ア

ン

ス

戦

略

、

原

価

設

定

や

売

価

設

定

の

助

言

な

ど

を

行

っ

た

。

　

事

業

化

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

で

は

、

具

体

的

な

販

売

計

画

や

収

支

計

画

、

原

価

や

売

価

の

設

定

な

ど

に

つ

い

て

、

３

通

り

（

同

社

が

単

独

で

事

業

化

を

行

う

場

合

、

他

社

と

業

務

提

携

を

行

う

場

合

、

単

独

で

行

う

が

少

し

保

守

的

な

場

合

）

の

案

を

作

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

場

合

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

も

行

っ

た

。

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

過

去

の

連

載

も

掲

載

し

て

い

る

、

生

産

性

向

上

の

ヒ

ン

ト

が

見

つ

か

る

情

報

サ

イ

ト

「

生

産

性

ｎ

ａ

ｖ

ｉ

」

も

ご

覧

く

だ

さ

い

。

（

５

回

連

載

予

定

）


